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	１．背景
	河川事業において，遺伝情報を活用した保全計画策定等の事例1), 2)が増えているものの，遺伝情報から導き出した結果の活用は模索中の状況である．また，流域スケールで実際に調査・分析を実施する際の手法等も統一されておらず，遺伝情報を事業へ反映しにくい現状にある．
	２．目的
	本研究では，魚類の移動環境の把握に着目し，遺伝的多様性の評価や保全計画へ遺伝情報を活用する際の有効性を検討し，その結果を報告書としてとりまとめる計画としている．本発表は，平成25年度研究発表会の続報として，平成24年度に研究計画を報告3)した２つのテーマ（①堰堤の魚道改善効果のモニタリングへの遺伝情報の活用，②複数の堰堤を対象とした魚類移動環境調査への遺伝情報の活用）のうち，後者の複数の堰堤を対象とした魚類移動環境に対する遺伝情報分析の結果及び考察について報告するものである．
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	５．結果及び考察

